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＜連絡事項＞　
・退院時要約は早急に完成させ、担当者へ報告して下さい。
・患者様退院時は、電子カルテの属性の部分の主治医以外のスタッフ名と、付箋を消して下さい。（退院した患者様が、治験を継続の場合、付箋(ＣＲＣ)は消さないで）。

＜患者様連絡事項＞
・石黒　理一郎様、古里　長太郎様～パン食で嚥下不良みられ、本日よりパン禁食としている。

・伊藤　和子様～退院後、在宅サービスを受ける為、4/17（水）9：30介護保険申請の為の訪問があります。病棟での対応をお願いします。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16時迄開放観察実施。妄想発言あるが、行動化は無い。眼光の鋭さあるが、対応は穏やか。隠れ飲水行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。午前中、入浴後より気分の落ち込み見られている。食事摂取も1/4～全量。内服薬も朝はジクロフェナクのみ除剤、昼は全部拒否されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。断続的にドア蹴り見られているが、開放中はホールで過ごされている。入室に拒否は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。殆ど自室で過ごされている。他者トラブルも無し。　　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。食事は介助で各食全量摂取。むせ込みは無い。食事以外は臥床されている。バイタル異常も無い。ケア時の抵抗も見られていない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタル異常無く、酸素飽和度の低下も無い。声掛けには開眼するが、発語は無い。胃管チューブの自己抜去なく経過。　　　引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。深夜帯にて体温38.9℃、呼吸苦訴え、酸素飽和度88％。血圧88/55㎜Hgと低値。合併症室へ移動し、酸素5Ⅼ/分、点滴1本指示にて施行。今朝は体温36.3℃、酸素飽和度の低下も無い。本日、田名部Dr報告し、9：30酸素3Ⅼ/分へ減量し、昼から経管栄養再開。内服薬も再開している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。バイタル異常無く、危険行為もない。妄想発言も無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～準夜から深夜帯に掛けて、37.0℃代で経過。今朝は36.9℃。他、バイタル異常は無い。痰絡みあり、適宜吸引している。食事は介助で1/3～2/3摂取。むせ込みは無いが、口腔内に貯め込み見られている。
・伊藤　和子様～手指振戦、流延見られている。朝食は自力で全量摂取するが、昼食は数口で終えている。促して御茶は飲用出来ている。左側腹部痛を訴えている。バイタル医所yは無い。
・松田　善治様～バイタル異常無く、酸素飽和度の低下も無い。痰絡みあるが、自己排痰出来ている。内服は嚥下不良にて内服出来ず、除剤してる。
・藤井　崇史様～気分高揚、多弁さ見られているが、他者干渉は見られていない。「煙草を盗られた。コーヒー盗られた」等の被害妄想聞かれている。他者トラブルには至っていない。
・瀧澤　杏奈様～多動だが、奇異行為は見られない。疎通はとれている。他者トラブル無く経過。
・石黒　理一郎様～食事は1/3～2/3摂取、水分でむせ込み見られている。帰宅要求無く、体温上昇も見られない。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：4月2日　　14：11
  氏　　名：金田　晋（かねた　すすむ）様

　生年月日：昭和52年11月22日　41歳

　病　　名：アルコール依存症・うつ病・アルコール性肝硬変

　性　　別：男性

　主治　医：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Ｄユニット17号室
　(経過）

　H23年頃より気分の落ち込みや不眠症状、アルコール摂取も目立つようになり、千葉県柏駅前中山メンタルクリニック受診、H31年2月まで通院していた。その後、離婚した事もあり、H31年3月28日八戸市の実家に戻って来ている。

　H31年3月29日、散歩中に意識消失し路上で倒れているところを発見され、八戸市立市民病院に搬送。アルコール性痙攣と診断され、同日検査目的の入院となり、翌日退院している。4月1日には生協診療所受診し、AL治療目的で断酒の意思もあることから、当院紹介されていた。現在は実家で母親と二人暮らしであるが、うつ病の既往もあり、自殺企図に至るか不安なため、4月2日東病棟Ｄユニット17号室へ医療保護入院となる。

